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２０２５年４月 全国百貨店売上高概況 
２０２５年５月２３日 

Ⅰ．概 況  
 

１．売上高総額            ４，２３２億円余 

２．前年同月比（増減率）  

（１）全  国           －４.５％（店舗数調整後／３か月連続マイナス） 

   ①１０都市（10 地区）      －５.１％（３か月連続マイナス） 

   ②１０都市以外（7 地区） －２.１％（店舗数調整後／７か月連続マイナス） 

（２）国  内        －１.０％（店舗数調整後／３か月連続マイナス） 

（３）インバウンド（免税売上）－２６.７％（店舗数調整後／２か月連続マイナス）※ 

 
   ※インバウンド（免税売上）は、別紙「免税売上高・来店動向」参照 

【特 徴】 
4 月の売上高は 4.5%減と 3 か月連続のマイナスとなった。前年高伸した免税売上の反動影

響に加え、円高傾向の加速により、免税売上高が二桁減と苦戦した。入店客数は 1.0%減と僅

かに前年に届かなかったが、食品物産展や GW 前半のファミリー向け催事等は好調に推移。 

インバウンド（免税売上）：購買客数は 52.1 万人（3.1％増）と 4 月として過去最高を記録

したが、売上高 439 億円（26.7％減/シェア 10.4％）と 2 か月連続のマイナス。高額品等の

一般物品の低調により購買単価が減少。化粧品等の消耗品は引き続き好調に推移。4/13 か

らの大阪・関西万博開幕後はメインのアジア圏の他、欧米や中東等からの来店も増加。 

国内市場：1.0％減と前月よりも減少率は 1.0 ポイント改善。5 地区（札幌、名古屋、大阪、神戸、四国）

でプラス。 

都市（10 都市）： 名古屋、神戸を除く 8 地区でマイナス。前年免税売上大幅増の反動減が

影響。 

地方（10 都市以外の 7 地区）： 四国を除く 6 地区でマイナスとなり 7 か月連続減。入店客

数は前年同水準だが、買上率の低下により購買客数減。 

商品別：主要 5 品目のうち、食料品を除く 4 品目で前年割れ。衣料品は不安定な天候から前

半は苦戦したが、月後半の気温上昇に伴い、カットソーやカーディガン等、夏まで使える

初夏物が稼働。身のまわり品はラグジュアリーブランドのバッグや靴がインバウンドや富

裕層の慎重な購入姿勢から苦戦したが、アクセサリーは好調。雑貨は化粧品（3.8％増）が

一部価格改定前の駆込み需要等もあり、国内外共に好調に推移。食料品は価格高騰影響は

継続しているものの、菓子が手土産需要増等で 1.6％増、その他食料品が物産展等の好調も

あり 3.6％増とプラス転換。食料品全体でも 10 か月ぶりに前年実績を上回った。 

 

【要 因・その他】 
   (1) 天 候 ： 気象庁発表「４月の天候」の特徴は以下のとおり（一部抜粋） 

    ◇全国的に天気は数日の周期で変わったが、気温は、本州付近に暖かい空気が流れ込みやすかったため、北・東・西日本

で高かった。低気圧の影響を受けやすかった北日本日本海側と北日本太平洋側では降水量がかなり多く、記録的な寡照

となった。一方、西日本日本海側と西日本太平洋側では月間日照時間は多かった。 

(2) 営業日数増減     ２９.９日（前年同月比 ±０.０日） 

(3) 土･日･祝日の合計     ９日（  〃    ±０.０日） 

  (4) 入店客数増減（回答店舗数で見る傾向値／前年同月比／有効回答数１０７店舗） 

     ①増加した：３９店、②変化なし：２９店、③減少した：３９店 

  (5) 調査対象百貨店  ７０社 １７８店 （本年３月対比：－１店）（前年同月比：－１社＋１店） 

  (6) 総店舗面積    ４,４８３,４３０㎡ （前年同月比：－２.７％） 
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地　　　区 売上高(千円) 構成比（％）

 全 国 423 ,233 ,647 100 .0 -4 .5 ( -4 .7 )

10都市 330 ,205 ,524 78 .0 -5 .1

札幌 10,989,138 2.6 -3.5

仙台 5,488,535 1.3 -2.2

東京 126,750,240 29.9 -6.3

横浜 26,069,838 6.2 -1.2

名古屋 31,204,797 7.4 0.2

京都 20,226,238 4.8 -7.0

大阪 74,280,734 17.6 -6.6

神戸 11,385,191 2.7 2.6

広島 5,795,534 1.4 -6.0

福岡 18,015,279 4.3 -8.4

10都市以外の地区 93 ,028 ,123 22 .0 -2 .1 ( -3 .3 )

東北 3,771,674 0.9 -1.7

関東 41,752,380 9.9 -1.9

中部 5,749,964 1.4 -3.8 ( -19.7)

近畿 14,457,423 3.4 -1.4

中国 6,836,277 1.6 -4.6

四国 5,058,104 1.2 0.4

九州 15,402,301 3.6 -2.3

商　品　別 売上高(千円) 構成比（％）

総　　　　　　　額 423 ,233 ,647 100 .0 -4 .5 ( -4 .7 )

紳士服・洋品 23,487,652 5.5 -9.3 ( -9.5)

婦人服・洋品 82,038,603 19.4 -5.3 ( -5.4)

子供服・洋品 9,193,765 2.2 -2.0 ( -2.3)

その他衣料品 5,644,808 1.3 -4.9 ( -5.0)

衣　　料　　品 120 ,364 ,828 28 .4 -5 .8 ( -6 .0 )

身のまわり品 71 ,948 ,292 17 .0 -14 .1 ( -14 .2 )

化粧品 38,825,975 9.2 3.8 (　3.6)

美術・宝飾・貴金属 43,839,978 10.4 -3.2 ( -3.4)

その他雑貨 12,301,154 2.9 -4.8 ( -4.9)

雑　　　　　　貨 94 ,967 ,107 22 .4 -0 .7 ( -0 .9 )

家　　具 3,706,995 0.9 -9.8 ( -9.9)

家　　電 1,652,475 0.4 6.5 (　6.0)

その他家庭用品 8,997,511 2.1 -1.1 ( -2.0)

家　庭　　用　品 14 ,356 ,981 3 .4 -2 .7 ( -3 .3 )

生　鮮　食　品 15,650,126 3.7 -1.8 ( -2.0)

　菓　　子　 29,390,924 6.9 1.6 (　1.4)

　惣　　菜　 24,175,720 5.7 -0.7 ( -0.9)

その他食料品 26,934,525 6.4 3.6 (　2.6)

食　　　料　　　品 96 ,151 ,295 22 .7 1 .0 (　0 .6 )

食　堂　　喫　茶 9 ,662 ,740 2 .3 -3 .5 ( -3 .8 )

サ　ー　　ビ　ス 3 ,854 ,644 0 .9 -4 .7 ( -4 .7 )

そ　　の　　他 11 ,927 ,760 2 .8 0 .6 (　0 .5 )

商　　　品　　　券 4 ,951 ,925 1 .2 -6 .9 ( -7 .2 )

全国百貨店　売上高速報 2025年4月
第１表　　地区別売上高

※店舗数調整後　（　）が調整前

対前年増減(-)率　(%)

※

　対前年増減(-)率　(%)

※

第２表　　商品別売上高

注)　構成比は計算処理上必ずしも100％にはなりません。商品券は総額に含まれません。また、商品券の構成比は、

   総額に対する比率です。本統計には消費税は含まれておりません。

注)　２０２３年２月より、北海道の１店舗を地区区分１０都市の札幌に合算しております。
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Ⅱ．地 区 別 の 動 き  

【地区別売上前年比の寄与度とトレンド】 

地区 
売上前年比 

（増減率） 
寄与度 トレンド 

１０都市 －５.１ －４.０ ３か月連続マイナス 

札 幌 －３.５ －０.１ ３８か月ぶりマイナス                                                                         

仙 台 －２.２ －０.０ ５か月連続マイナス 

東 京 －６.３ －１.９ ３か月連続マイナス 

横 浜 －１.２ －０.１ ３か月連続マイナス 

名古屋 ０.２ ０.０ ６か月連続プラス 

京 都 －７.０ －０.３ ３か月連続マイナス 

大 阪 －６.６ －１.２ ２か月連続マイナス 

神 戸 ２.６ ０.１ ３８か月連続プラス 

広 島 －６.０ －０.１ ２０か月連続マイナス 

福 岡 －８.４ －０.４ ３か月連続マイナス 

10 都市以外の地区 －２.１ －０.４ ７か月連続マイナス 

東 北 －１.７ －０.０ ２か月ぶりマイナス＊ 

関 東 －１.９ －０.２ ７か月連続マイナス 

中 部 －３.８ －０.１ ３か月連続マイナス 

近 畿 －１.４ －０.０ ２か月ぶりマイナス 

中 国 －４.６ －０.１ １０か月連続マイナス＊ 

四 国 ０.４ ０.０ ７か月ぶりプラス 

九 州 －２.３ －０.１ ７か月連続マイナス 

   （注 1）北海道、東北、中国、九州については、２００６年１月からそれぞれ札幌、仙台、 

広島、福岡を１０都市に移行した。（２００５年までは６大都市） 

       （注 2）２０２３年２月より、北海道の１店舗を地区区分１０都市の札幌に合算した。 

【前年同月比（増減率）推移】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2024年
4月

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
2025年
1月

2月 3月 4月

全 国 8.9 14.4 14.0 5.5 3.9 2.3 -0.7 3.4 2.8 5.2 -1.5 -2.8 -4.5

10 都 市 12.4 19.4 17.1 8.2 5.6 2.4 0.5 4.6 4.0 7.0 -0.7 -3.0 -5.1

10 都市 以外 -2.1 -1.1 3.8 -3.1 -1.5 1.6 -4.8 -0.5 -1.1 -0.8 -4.2 -2.1 -2.1

国 内 -0.7 2.3 5.7 -1.3 0.2 0.6 -3.8 1.1 0.6 0.4 -3.5 -2.0 -1.0
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Ⅲ．商 品 別 の 動 き  

 

主要５品目は食料品を除く４品目がマイナスとなった。 

その他の品目は化粧品が３８か月連続でプラスとなったほか、菓子が３か月ぶりにプラ 

スとなった一方、紳士服・洋品、婦人服・洋品が３か月連続、生鮮食品が１３か月連続 

でマイナスとなった。 

 

 

【商品別売上前年比の寄与度とトレンド】 

 

商品別 
売上前年比 

（増減率） 
寄与度 トレンド 

総額 －４.５ ― ３か月連続マイナス 

紳士服・洋品 －９.３ －０.５ ３か月連続マイナス 

婦人服・洋品 －５.３ －１.０ ３か月連続マイナス 

子供服・洋品 －２.０   －０.０ ３か月連続マイナス 

その他衣料品 －４.９ －０.１ ３か月連続マイナス 

衣料品 －５.８ －１.７ ３か月連続マイナス 

身のまわり品 －１４.１ －２.７ ３か月連続マイナス 

化粧品 ３.８ ０.３ ３８か月連続プラス＊ 

美術・宝飾・貴金属 －３.２ －０.３ ３か月連続マイナス＊ 

その他雑貨 －４.８ －０.１ ８か月連続マイナス＊ 

雑貨 －０.７ －０.１ ２か月連続マイナス 

家具 －９.８ －０.１ ２か月ぶりマイナス 

家電 ６.５ ０.０ ５か月連続プラス 

その他家庭用品  －１.１ －０.０ ２か月ぶりマイナス 

家庭用品 －２.７ －０.１ ２か月ぶりマイナス 

生鮮食品 －１.８ －０.１ １３か月連続マイナス＊ 

菓子 １.６ ０.１ ３か月ぶりプラス＊ 

惣菜 －０.７ －０.０ １０か月連続マイナス＊ 

その他食料品 ３.６    ０.２ ２か月ぶりプラス＊ 

食料品 １.０ ０.２ １０か月ぶりプラス 

食堂喫茶 －３.５ －０.１ １０か月連続マイナス 

サービス －４.７ －０.０ ４か月ぶりマイナス 

その他 ０.６ ０.０ ５か月連続プラス 

商品券 －６.９ －０.１ １４か月連続マイナス 

   （注）化粧品、美術・宝飾・貴金属、その他雑貨、生鮮食品、菓子、惣菜、その他食料品に 

     ついては２００６年１月から細分化した。 

 

 

 

お 問 い 合 わ せ は 、 日 本 百 貨 店 協 会  橘 ・ 青 柳  ま で  

TEL 03-3272-1666   ホームページアドレス http://www.depart.or.jp 
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